
無毒性量  最小毒性量  
動物種   試験  

（mg／kg体重／日）  （mg／kg体重／日）   
備考2  

1年間   雄：4．0   雄二8．7   雌雄：体重増加抑制等  

慢性毒性  雌：10．1   

試験   

ウサギ  28日間  雌雄：100   雌雄：400   雌雄：T．Chol増加等  

亜急性  

経度  

毒性試験  

発生毒性  母動物：5   母動物：15   母動物：体重増加抑制等  

試験   胎児：30   胎児：㌦   （催奇形性は認められない）  

食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた1年間慢性神経毒性  

試験の2．6mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100で除した  

0．026mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．026mg／kg体重／日  

慢性神経毒性試験  

ラット  

1年間  

混餌投与  

2．6mg／kg体重／日  

100  

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

略称   化学名   

［4・ブロモー2－（4－クロロフェニル）廿シアノー5－（トリフルオロメチル）ピロール十イル】  
B  
メトキシ酢酸   

C   
4－ブロモー2－（4－クロロフェニル）－1一（ェトキシメチル）－5－（トリフルオロメチル）ピロール  

－3－カルポキサミド   

D   
2・（4－クロロフェニル）－1－（ェトキシメチル）－5－（トリフルオロメチル）ピロールー3－カルポ  

ニトリル   

E   
2－（4一クロロフェニル）tl－（ェトキシメチル）甘（トリフルオロメチル）ピロールー3－カルポ  

キサミド   

F  4－ブロモー2一（4－クロロフェニル）－5－（トリフルオロメチル）ピロールー3－カルポニトリル   

G  4－ブロモー2・（4－クロロフェニル）－3－シアノピロール一計カルポン酸   

H  2－（4－クロロフェニル）－5－（トリフルオロメチル）ピロールー3－カルポニトリル   

2・（4・クロロフェニル）寸ヒドロキシ・5一（トリフルオロメチル）ピロールー3－カルポニト  

リル   

J   

2・（4－クロロフェニル）－4・オキソー5・（トリフルオロメチル）一2－ピロリジン・3・カルポニト  

リル   

2・（4一クロロフェニル）－5－ヒドロキシー4・オキソー5－（トリフルオロメチル）一2－ピロリジン  
K  
－3－カルポニトリル   

L  2－（4一クロロフェニル）－4－オキソー3－シアノー2－ピロリジンうーカルポン酸   

0   
2ブロモー4－（4－クロロフェニル）十（ェトキシメチル）－5－（トリフルオロメチル）ピロール  

－3－カルポニトリル   
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＜二別紙2：検査値等略称＞  
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

試験  残留値（mg／kg）  
作物名  使用量  

実施年  
圃場 数   （gai／ha）  回数 （回）  PHI （日）  

クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値   

あずき  
（露地）  

3  ＜0．01  ＜0．01  

乾燥子実  
2   100   2  7  ＜0．01  く0．01  

1998年  14  く0．01  く0．01  

さといも   1   3   ＜0．01  ＜0．0075  

（露地）   2  
100   2  

7   く0．01  く0．0075   

塊茎   2  14   0．006  0．0075☆   
1998～1999年  1  21   ＜0．005  ＜0．005   

さといも  
（施設）  3  0．53  0．29  

葉柄  
2   100   2  7  0．21  0．13  

2003年  14  0．29  

かんしょ  

（露地）  
1  ＜0．01  

塊根  
2   100   2  3  ＜0．01  

2003年  7  ＜0．01   

やまのいも  

（露地）  
＜0．01  

塊茎  
2  150～250   2   3  く0．01  

2003年  7  ＜0．01   

やまのいも  

（露地）  
3  0．71  

むかご  
2   250   2  7  0．60  

2004年  14  0．31   

てんさい  

（露地）  
7  0．04  

根部  
2   100   2  14  0．12  

1996年  21  0．01   

だいこん  

（露地）   
2   100   2   

14   0．02   0．01★  ＜0，006  ＜0．006   
根部  21   0．01   0．01☆   ＜0．006  ＜0．006   
1992年  

だいこん  

（露地）   
2   100   2   

14   1．44   0．76   0．02   0．01☆   

葉部  21   0．38   0．21   0．02   0．01★   
1992年  

かぶ  
4  1  0．03  

（施設）  
2  3  0．02  

根部   
2  100～135  4  7  0．04   

2004～2005年  4  14  0．05  

2  21  0．02   

かぶ  
4  1  9．70  

（施設）  
2  3  7．37  

葉部   
2  100～135  4  7  5．35   

2004～2005年  4  14  5．39  

2  21  2．42   

はくさい  

（露地）   
7   0．09   0．07   ＜0．006  ＜0，006   

茎葉  
2   100   2  14   0．15   0．05   く0．006  ＜0．006   

1994年  21   0．02   0．01   ＜0．006  く0．006   

キャベツ  

（露地）   
7   0．22   0．14   ＜0．006  く0．006   

葉球  
2   100   2  14   0．18   0，09   ＜0．006  ＜0．006   

1992年  21   0．12   0．07★  ＜0．006  ＜0．006   
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試験  残留値（mg／kg）  

圃場  
使用量  

数   （gai／ha）   
クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値   

7  く0．05  

2   100   2  14  ＜0．05  

21  0．08   

3   1   14   0．76   

2  100  1   21   0，21   

2   14   0．25   

3  4．88  

2   50   2  7  4．21  

14  2．09   

7  1．38  

2   100   2  14  0．17  

21  0．03   

3  0．39  

2  150～190  2  7  0．12  

13  0．03   

7  0．43  

2   100   2  14  0．32  

21  0．13   

3  2．75  

2   75   2  7  0．99  

14  0．10   

7  0．40  

2   100   2  14  0．20  

21  0．19   

7  5．83  

2   100   2  14  4，97  

21  4．15   

2   150   
7  1．39  

14  0，28   

0．72  

2   100   2   
3  0，49  

7  0．29  

14  0．14   

2   150   2   
7  0．97  

14  0．59   

7  0．21  

2   100   2  14  0．02  

21  ＜0．01   

3  11，0  

2   150   2  7  10．3  

14  10．6   

作物名  

実施年  

メキャベツ  

（露地）   

脇芽   
2004年   

こまつな   

（施設）  

茎葉  
1999～2000年  
みずな  
（施設）  

可食部  
2004年  
チンゲンサイ   

（施設）  

葉茎   
1997年  
カリフラワー   

（露地）  

花蓄  
1998～2000年  
ブロッコリー   

（露地）  

花蕾   
1996年  

ひろしまな  
（露地）   

茎葉   
2002年  

非結球メキャベツ   

（露地）   

えき芽葉   
2004年  

非結球メキャベツ   

（露地）  

本葉   
2004年  
さんとうさい   

（施設）  

茎葉  
2003～2004年  

茎ブロッコリー   

（露地）  

花蓄と花茎   
2003年  

なばな   

（露地）  

茎葉  
2004～2005年  
レタス  

（露地）   

茎葉  
1996年  

リーフレタス   

（露地）  

茎葉  
2004～2005年  
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残留値（mg／kg）  
作物名  試験   

実施年  
圃場  

数   
クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値   
サラダ菜  
（施設）  3  11．7  

茎葉  
2   150   2  7  7．06  

2004～2005年  14  3．79   

ふき  
（施設）  7  0．38  

葉柄  
2   75   2  14  0．21  

1999年  21  0．20   

すいぜんじな  10．9  
（施設）  

2   100   2   
3  11．2  

葉茎  7  6．3  
2003年  14  6．0   
食用ぎく  
（施設）  

2  100～246  2   
7  1．18  

花全体  14  0．28   
2003年  

よもぎ  
（露地）  

3  5．11  

葉  
2  100～150  2  7  4．45  

2004年  14  3．13   

ねぎ（葉ねぎ）  

（露地）  
7  1．32  

茎葉  
2   100   2  14  0．73  

1998年  21  0．32   

ねぎ  
（根深ねぎ）  7  0．91  
（露地）  2   100   2  14  0．27  
茎葉  21  0．12   
1998年  
アスパラガス  

（施設）  
1  0．21  

茎  
2   150   2  3  0．05  

2000年  7  ＜0．05   

葉にんにく  

（露地）  

葉と鱗茎  
2  83．5～110  1   14   0．22   

2004年  
セルリー  

（施設）  

茎葉  
2  83．5～150  2   14   1．42   

2005年  

みつば  

（施設）  

茎葉  
2   50   14   1．3   

2004～2005年  

あしたば  

（露地）  

2   150   2   
7  0．70  

茎葉  14  0．40   
2003年  
コリアンダー  

（施設）  
2   75～100   2   

14  1．60  
茎葉  21  1，16   
2004年  

つわぶき  14  0．058  
（露地）  2   150   2  21  0．027  
可食部  30  0．021   
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試験  残留値（mg／kg）  

圃場  
使用量  

数   （gai／ha）   
クロルフェナビル  代謝物F  

最高値   平均値   最高値  ！平均値  

1  0．07  

2   100   2  3  0．13  

7  0．10  

0．21  

2  100～150  2  7  0．12  

14  0，14  

1  0．36  

2   100   2  3  0．36  

7  0．23  

0，33  0．22  く0．006    ＜0．006  

2  100～150  2  3   0．20  0．14  ＜0．006    く0．006  

7   0．10  0．07  ＜0．006    ＜0．006   

1  2．39  1．46  

2   100   2  3  2．19  1．32  

7  1．38  0．78  

0．44  0．34  

2   75   2  3  0，27  0．22  

7  0．12  0．12  

2   100   2  7   0．47  0．42  

1   0．17  0．13  く0．006   ＜0．006  

2   150   2  3   0．11  0．08  ＜0．006   ＜0．006  

7   0．08  0．07  く0．006   く0．006   

0．12  0．08  

2   150   2  3  0．09  0．06  

7  0．06  0．06☆  

＜0．01  

2   100   2  3  ＜0．01  

7  ＜0．01  

0．4  0．3  

2   100   2  3  0．3  0．2  

7  0．2  0．15☆  

0．26  0．22  

1  2  0．21  0．14  

2   75  
3  0．11  0．08  

0．30  0．24  

2  2  0．21  0．16  

3  0．10  0．08  

1  ＜0．05  く0．03  

2   150   2  3  く0．05  ＜0．03  

7  ＜0．05  く0．03  

作物名  

実施年  

2004年  
トマト  
（施設）   

果実  
1998年  

ミニトマト  
（施設）   

果実  
2005年  
ピーマン  

（施設）   

果実  
1996年   

なす  
（施設）   

果実  
1992年  

ししとう  

（施設）   

果実  
2003年  
ししとう  
（施設）   

果実  
2005年  
伏見甘長  
とうがらし  

（施設）   

果実  
2003年  

きゅうり  

（施設）   

果実  
1992年  

かぼちゃ  
（露地・施設）   

果実   
2005年  
すいか  

（施設）   

果肉  
2000年   

にがうり   

（施設）  

果実  
2003～2004年  
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残留値（mg／kg）  
作物名  試験   

実施年  
圃場  

数   
クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値   

モロヘイヤ  
（施設）  

2   80～260   1   
14  0．36  

茎葉  21  ＜0．05   
2003年  

はすいも  

（施設）  
0．06  

葉柄  
2  100～150  2   3  0，06  

2003～2004年  7  0．08   

未成熟えんどう  

（施設）  
1  0．97  

さや  
2  100～230  2  3  0．51  

2003～2004年  7  0．22   

エンサイ  

（露地）  
3  0．91  

茎葉  
2  100～150  2  7  0．13  

2005年  14  ＜0．05   

やなぎたで  

（施設）  
2   75   2   

14  1．47  
茎葉  21  0．63   
2004年  

食用プリムラ  

（施設）  
2   75   2   

14  0．65  
花器全体  21  0，50   
2004年  

みかん  
（施設）  ＜0．02  

果肉  
2   300   2   3  ＜0．02  

2000年  7  ＜0．02   

みかん  
（施設）  3．76  

果皮  
2   300   2   3  4．23  

2000年  7  3．78   

温州みかん  

（施設）  
1  0．07  

果肉  
2   250   2  3  0．04  

1995年  7  0．03   

温州みかん  

（施設）  
2．34  

果皮  
2   250   2   3  1．73  

1995年  7  1．26   

なっみかん  

（露地）  
＜0．01  

果肉  
2   250   2   3  く0．01  

1997年  7  ＜0．01   

なっみかん  1  1．87  
（露地）  

果皮  
2   250   2  3  2．32  

1997年  7  2．02   

なっみかん  

（露地）  
0．60  

果実全体  
2   250   2   3  0．73  

1997年  7  0．67   

ゆず  
（露地）  

0．42  

果実  
2   250   2   3  0．39  

1997年  7  0．50   
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試験  残留値（mg／kg）  

圃場  
使用量  

（gai／ha）   
クロルフェナビル  

数  
代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値   

7   0．72   0．61  

2   75   2  
14   0．67   0．60  

21   0．60   0．58  

28   0．60   0．50   

21   0．29   0．19   ＜0．006  ＜0．006  

2   250   2  28   0．23   0．14   く0．006  ＜0．006  

42   0．06   0．06   ＜0．006  ＜0．006   

3   0．41   0．32   く0．006  ＜0．006  

2   250  2   7   0．42   0．35   く0．006  ＜0．006  

14   0．39   0．31   く0．006  く0．006   

0．71  0．55  

2  200～300   2   7  0．62  0．52  

21  0．42  0．35  

7  0．36  0．29  

2   250   2  14  0．32  0．26  

21  0．18  0．15  

＜0．01  ＜0．01  

2   250   2   3  く0．01  く0．01  

7  く0．01  く0．01  

2  2．33  1．81  

2  250   2   3  3．57  2．75  

7  3．14  2．87  

2  200～300   2   
7  0．46  0．32  

14  0．33  0．30  

2  
14  0．29  0．18  

250   2  21  0．32  0．26  

22  0．03  

100   2   
22  0，04  

57  0．03   

1，57  

2  100～125   2   3  1．13  

7  0．97   

4  14  0．94  

21  2．40  

4 4  
2  

30  1．80  

2   45  1．75   

2  14  0．27  

2  

150   2  
21  0．25  

2 ロ  

30  0．27  

45  0．03   

250   2   14   0．39   0．26  

作物名  

実施年   

さんしょう   
（露地）  

果実  
2003～2004年  

りんご  

（露地）   

果実  
1992年  

りんご  

（無袋）   

果実  
1994年  

りんご  

（露地）   

果実  
2004年   

なし  

（露地）   

果実  

1996年   

もも  

（露地）   

果肉  
1997年   

もも  

（露地）   

果皮  

1997年  
ネクタリン  

（露地）   

果実  
2004年  

おうとう  

（施設）   

果実  

1998年  

いちご  

（無袋）   

果肉  

1996年  

いちご  

（施設）   

果実  
2003年   

ぶどう   

（施設）  

果実  

1997～1999年  

ぶどう   
（施設）  

果実  
2002～2003年  
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残留値（mg／kg）  
作物名  試験   

実施年  
圃場 数  使用量 （gai／ha）  回数 （回）  PHI （日）  

クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値   最高値  平均値   

（無袋）  21  0．36  0．20  
果実  28  0．31  0．16  
1995年  
バナナ  

（露地）  
2   100   2   

0．56  
果実  0．46  
2004年  
マンゴー  

（施設）  
14  0．085  0．082  

果実  
2   150   2  21  0．060  0．057  

2004年  30  0，056  0．055  

いちじく  

（露地）  
1  0．49  0．08  

可食部  
3   100   2  3  0．47  0，28  

1998－2000年  7  0．32  0．14★  

ゴレンシ  
（施設）  14  0．74  0．73  

可食部  
2   150   2  21  0．75  0．73  

2004年  30  0．69  0．68  

茶  

（露地）   
7   31．4   22．3   0．36   0，21   

荒茶  
2   200   2  14   19．6   11，3   0．39   0．20   

1992年  21   13．2   6．76   0．37   0．17★   

茶  
（露地）   

7   0．36   0．28   ＜0．02   ＜0．02   

浸出液  
2   200   2  14   0，28   0．16   ＜0．02   ＜0．02   

1992年  21   0．19   0．10★   ＜0．02   ＜0．02   

茶  
（簡易被覆）  

3 3   

7  28．7  

荒茶  
200   1  14  18．4   

1992～1993年   2  21   3．88   

茶  

（簡易被覆）  
3 3   

7  0．64  

溶出手夜  200   1  14  0．31   

1992～1993年   2  21   0．09   

注）・散布には10％フロアブル剤を使用した。   

・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は定量限界値を検出したものとし   

て計算し、★印を付した。  

・全てのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均に＜を付して記載した。  
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く別紙4：推定摂取量＞  

国民平均  小児（ト6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

作物名   
（mg珠∂  

残留値                （体重：53．3kg）   （体重二15．8kg）   （体重：55．6kg）   （体重‥54．2kg）  
摂取量   仔   摂取量   仔   摂取量   仔   摂取量  

敏〟日）  互昭囚目）  直‖1  毎困日）  敏〟日）  拍〟日）  敏〟日）  他山日）   

さといも   0．29   11，6   3．36   5．7   1．65   7．9   2．29   17．3   5．02   

やまのいも  0▲54   2．6   1．40   0，5   0．27   1．6   0，86   4．3   2．32   

てんさい   0．05   4．5   0．23   3．7   0．19   3．4   0．17   4．0   0．20   

だいこん（根）  0，01   45．0   0．45   18．7   0．19   28．7   0．29   58．5   0．59   

だいこん（葉）  0．76   2．2   1．67   0．5   0．38   0．9   0．68   3．4   2．58   

かぶ（根）   0．03   2．6   0．08   0．7   0．02   0．7   0，02   4．2   0．13   

かぶ（菓）   6．08   0．5   3．04   0．1   0．61   0．3   1．82   1．1   6．69   

はくさい   0．07   29．4   2，06   10．3   0．72   21．9   1．53   31．7   2．22   

キャベツ   0．14   22．8   3．19   9．8   1．37   22．9   3．21   19．9   2．79   

こまつな   0．47   4．3   2．02   2．0   0，94   1．6   0．75   5．9   2．77   

きょうな   3．07   0．3   0．92   0．1   0．31   0．1   0．31   0．3   0．92   

チンゲンサイ  0．86   1．4   1．20   0．3   0．26   1．0   0．86   1．9   1．63   

カリフラワー  0．21   0．4   0．08   0．1   0．02   0．1   0．02   0．4   0．08   

ブロッコリー   0．25   4．5   1．13   2．8   0．70   4．7   1．18   4．1   1．03   

その他のアブ  
5．22   2．1   11．0   0．3   1．57   0．2   1．04   3．1   16．2   

ラナ科野菜  

レタス   7．11   6．1   43．4   2．5   17．8   6．4   45．5   4．2   29．9   

その他のき  
7．6   0．4   3．04   0．1   0．76   0．5   

く科野菜  
3．80   0．7   5．32   

ねぎ   0．86   11．3   9．72   4．5   3．87   8．2   7．05   13．5   11．6   

アスパラガス  0∴10   0．9   0．09   0．3   0．03   0．4   0．04   0．7   0．07   

その他のゆ  

り科野菜   
0∴L8   0．9   0．16   0．1   0．02   0．1   0．02   1．8   0．32   

セルリー   1∴L4   0．4   0．46   0．1   0．11   0．3   0．34   0．4   0．46   

みつば   1．05   0．2   0．21   0．1   0．11   0．1   0．11   0，2   0．21   

その他のせ   1．く19   
り科野菜  

0．1   0．15   0．1   0．15   0．1   0．15   0．3   0．45   

トマト   0．12   24．3   2，92   16．9   2．03   24．5   2．94   18．9   2．26   

ピーマン   0．27   4．4   1．19   2．0   0．54   1．9   0．51   3．7   1．00   

なす   0．22   4．0   0．88   0．9   0．20   ：i．3   0．73   5．7   1．25   

その他のな  

す科野菜   
1．46   0．2   0．29   0．1   0．15   0．1   0．15   0．3   0．44   

きゅうり   0．】．3   16．3   2－12   8．2   1．07   10．1   1．31   16．6   2．16   

かぼちや   0．1．2   9．4   1．13   5．8   0．70   6．9   0．83   11．5   1．38   

その他のう  
0，．3   

り科野菜  
0．5   0．15   0．1   0．03   2．3   0．69   0．7   0．21   
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国民平均  小児（ト6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

残留値  
作物名  

（mg此∂  仔   摂取量   仔   摂取量   汀   摂取量   だ   摂取量  

敏〟日）  （昭囚日）  敏〟日）  し噂囚日）  敏〟日）  （せ人旧）  敏〟日）  毎肌日）   

おくら   0．24   0．3   0，07   0．2   0．05   0．2   0，05   0．3   0．07   

その他の野菜  1．00   12．6   12．6   9．7   9．70   9．6   9．60   12．2   12．2   

みかん   1．74   41．6   72．4   35．4   61．6   45．8   79．7   42．6   74．1   

な一二みかんの皮  1．70   0．1   0．17   0．1   0．17   0．1   0．17   0．1   0．17   

なつみカ  0．49   0．1   0．05   0．1   0．05   0．1   0．05   0，1   0．05   

その他のかんきつ  0．61   0．4   0．24   0．1   0．06   0．1   0．06   0，6   0．37   

りんご   0．55   35．3   19．4   36．2   19．9   30．0   16．5   35．6   19．6   

なし   0．29   5，1   1．48   4．4   1．28   5．3   1．54   5．1   1．48   

もも   2．87   0．5   1．44   0．7   2．01   4．0   11．5   0．1   0．29   

ネクタリン  0．32   0．1   0．03   0，1   0．03   0．1   0．03   0，1   0．03   

おうとう   0．26   0，1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   

いちご   0．79   0．3   0．24   0．4   0．32   0．1   0．08   0．1   0．08   

ぶどう   0．92   5．8   5．34   4．4   4．05   1．6   1．47   3．8   3．50   

かき   0．26   31．4   8．16   8．0   2．08   21．5   5．59   49．6   12．9   

バナナ   0．56   12．6   7．06   11．3   6．33   8．7   4．87   17．7   9．91   

マン′コーー   0．082   0．1   0．01   0．1   0．01   0．1   0．01   0，1   0．01   

その他の果実  0．73   3．9   2．85   5．9   4．31   1．4   1．02   1．7   1．24   

茶   22．3   3．0   66．9   1．4   31．2   3．5   78．0   4．3   95．9   

合計  296  180  289  334   

注）・残留値は、申請されている使用時期・回数のうち平均残留値の最大値を用いた（参照別紙3）。   

・ぼ：平成10年～12年の国民栄養調査（参照68－70）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／日）。   

・摂取量：残留値及び農産物摂取量から求めたクロ／レフェナビルの推定摂取量（けg／人／日）。   

・「きょうな」についてはみずなの平均残留値を用いた。   

・「その他のアブラナ科野菜」には、ひろしまな、非結球メキャベツ、さんとうさい、茎ブロッコリー及びなば  

なが含まれるが、平均残留値の高い非結球メキャベツの値を用いた。   

・「レタス」には、レタス、リーフレタス及びサラダ菜が含まれるが、平均残留値の高いサラダ菜の値を用い  

た。   

・「その他のきく科野菜」には、ふき、すいぜんじな、食用ぎく及びよもぎが含まれるが、平均残留値の高いす  

いぜんじなの値を用いた。   

・「その他のゆり科野菜」には、菓にんにくの残留値を用いた。   

・「その他のせり科野菜」にはあしたば、コリアンダー及びつわぶきが含まれるが、平均残留値の高いコリア  

ンダーの値を用いた。   

・「トマト」には、トマト及びミニトマトが含まれるが、平均残留値の高いミニトマトの値を用いた。   

・「その他のなす科野菜」には、ししとう及び伏見甘長とうがらしが含まれるが、平均残留値の高いししとう  

の値を用いた。   

・「その他のうり科野菜」には、にがうりの平均残留値を用いた。   

・「その他の野菜」には、みょうが、モロヘイヤ、はすいも、未成熟エンドウ、エンサイ、やなぎたで及び食用プ  

リムラが含まれるが、平均残留値の高いやなぎたでの値を用いた。   

・「その他のかんきつ」には、ゆず及びさんしょうが含まれるが、平均残留値の高いさんしょうの値を用い  

た。   

・「その他の果実」には、いちじく及びゴレンシが含まれるが、平均残留値の高いゴレンシの値を用いた。   

・「あずき」、「かんしょ」、「すいか」及び「なっみかん（果肉）」については全ての値が定量限界未満であったた  

め、摂取量の算出には用いなかった。  
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